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病院理念と基本方針 
 
 

病 院 理 念 
 
『 地域住民の皆様とともに歩み、愛され、信頼される病院 』

 

 

基 本 方 針 
 

杉田玄白の進取の精神を受け継ぎ、良質・最新の医

療を提供します。

医療連携を推進し、中核病院として地域のニーズに

応えます。

安全・安心な医療サービスに努めます。

公共性に配慮しつつ、健全な経営をめざします。

教育・研修を充実させ、優れた人材を育成します。

 
 



巻頭言

新病院改革元年を迎えて 
 
 
病院長 小西 孝  

 
小浜病院平成２８年度年報巻頭言  

 
昨年１０月に小浜病院に着任し、あっという間に半年が経ち平成２８年度も

過ぎてゆきました。平成２８年４月の健康保険制度の変更によるものかと思い

ますが、４月から６月にかけて病床稼働率が低下しましたが、７月からの地域

包括ケアー病棟の稼働開始で業績が改善し、そのあと夏には猛暑の為か入院患

者数が非常に増加し病院中の皆さんが大変であったと思います。 
また秋に富山で開催された第５５回自治体病院学会には診療科だけでなくす

べての職域から６題もの演題を発表して頂きました。自治体病院学会はすべて

の職種が発表できる大変貴重な機会ですのでこれからも大いに利用していきま

しょう。病院運営に有益な方法などを学ぶのに大変有益であり、学会での発表

は病院の前向きの姿勢を示すために非常に重要なものでもあります。これらは

毎年病院中に発表を勧めて頂いた吉田治義名誉院長の熱意の賜物です。これか

らもできるだけ多くの発表を継続していきましょう。 
当院は嶺南地域における貴重な総合病院で、救急救命センターを備えていま

す。慢性的な医師不足の状態がありますが、福井県健康推進枠奨学制度、嶺南医

療振興財団奨学制度に加えて福井県出身の自治医科大学卒業生の若手医師の熱

意でわずかですが医師不足は改善しつつあります。また福井大学、京都大学、岐

阜大学、金沢医科大学などの沢山の診療科の専門医が常勤医、非常勤医として

活躍して頂いていますので、是非力を合わせて診療していきましょう。また若

狭湾総合診療医育成プログラムで地域医療を支える医師を育てることも必要で

す。その為には今後も皆さんの熱意が必要です。今年度は北陸新幹線が小浜を

通ることに決定しました。１０年余り先になりますが福井からも京都からも小

浜まで短時間で移動できる時代が目の前に迫ってきました。その時に備えて全

力で小浜病院でより高度な医療を実践できるように目指しましょう。 
現在地域医療構想に基づいて計算された病床数に向かって、病院の病床の変

更や在宅医療の推進が図られています。急速に進行する高齢化に対して、対応

しながらも通常の診療や救急医療を多いに促進していかなければなりません。 
それがこの病院が存続していく理由です。高齢者医療と同時に福井大学、京

都大学、自治医科大学などと協力しながら高度な医療を推進していく必要があ



ります。 
最後に、当院の医療圏の患者さんのうちできるだけ多くの方に当院で治療し

て頂けるようになる必要があります。職員の方々にはできるだけ多くの住民の

方々を当院各科にご紹介して頂き、高度な設備をできるだけ有効に利用して頂

くようにしてください。地元出身の職員の方々の御協力があれば来年はさらに

実り豊かな年になるでしょう。 
皆さんの御健闘を祈ります。 

 
平成２８年度 病院長 小西 孝 
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Ⅰ．病院概況

正面玄関（西館） 本館・救命救急センター 

東館 

杉田玄白像 

外来新棟 

東側玄関 
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施 設 概 況（平成 年 月 現在）

所 在 地 福井県小浜市大手町２番２号

設 立 形 態 一部事務組合立病院

構 成 市 町 小浜市、若狭町、おおい町、美浜町

代 表 者 組合長（小浜市長）

敷 地 面 積 ㎡

建 築 面 積 ㎡

延 床 面 積 ㎡

（本館は免震構造）

病 床 数 床（一般 、療養 、結核 、感染症 、精神 ）

診 療 科 目

入 院 基 本 料 一般病棟 7 対 1 入院基本料 
療養病棟 入院基本料 2 
結核病棟 7 対 1 入院基本料 
精神病棟 15 対 1 入院基本料

特殊診療機能
機器・設備等

併 設 施 設 公立若狭高等看護学院、介護老人保健施設アクール若狭、

院内保育所（ふくろう）、小浜市病後児保育所（とまと）

救急総合診療科、内科、循環器内科、精神科、小児科、外科、消化器外科、

整形外科、形成外科、脳神経外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、

産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、

歯科口腔外科

 

救命救急センター 床、うちＩＣＵ・ＣＣＵ 床、無菌室 床 、

ＨＣＵ（ 床）、健診センター（ 床）、血液浄化センター（ 床）、

画像診断センター（ＰＥＴ－ＣＴ、ＭＤＣＴ、ＭＲＩ、ＩＶＲ－ＣＴ、骨塩量測定装置等）、

免震構造（本館部分）、ＨＣＵ（１５床）、高気圧酸素治療装置、放射線治療装置、

結石破砕装置等
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指定医療機関等の状況（平成 年 月 日現在） 

健康保険法保険医療機関、国民健康保険療養取扱法機関、労働災害補償保険指定医療機関、

結核予防法指定病院、生活保護法指定病院、被爆者一般疾病医療機関、養育医療指定医療機関、

厚生医療指定病院、育成医療指定病院、身体障害者福祉法指定医、第２種感染症指定医療機関、

救急告示病院、へき地医療拠点病院、災害拠点病院、病院郡輪番制病院、難病指定医療機関

福井県指定小児慢性特定疾病医療機関、管理型臨床研修指定病院、協力型臨床研修指定病院

（福井大学医学部付属病院、岐阜大学医学部付属病院）、地域周産期医療母子センター、

母体保護法指定施設、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会認定マンモグラフィ検診施設、

救命救急センター（新型）、ＤＭＡＴ指定医療機関、地域包括医療・ケア認定施設

財日本医療機能評価機構認定病院（機能種別版評価項目 認定）

 
 
専門医、認定医教育病院等、学会の指定状況（平成 年 月 日現在）

日本内科学会教育関連病院、日本内分泌学会認定教育施設、日本甲状腺学会認定専門医施設、

日本腎臓学会認定教育施設、日本循環器学会認定循環器専門医研修関連施設、

日本外科学会認定医修練施設、日本外科学会専門医制度修練施設、

日本消化器外科学会専門医制度認定施設、日本消化器病学会専門医制度認定施設、

日本整形外科学会専門医研修施設、日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練施設、

日本小児科学会専門医関連施設、日本泌尿器科学会専門医教育施設、

日本救急医学会認定救急科専門医指定施設、日本麻酔科学会認定病院、

日本精神神経学会精神科専門医制度認定研修施設

日本プライマリ・ケア連合学会認定後期研修プログラム

健診センター 血液浄化センター

医師公舎・看護師宿舎 無菌病室 高気圧酸素治療装置
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沿 革

年 月 日 事 項

明治 「県立小浜病院」として開設

郡制実施により「郡立小浜病院」と改称

大正 郡制廃止に伴い小浜病院組合を設け「共立小浜病院」と改称

昭和 町村合併により一市八村の組合立病院となり、「公立小浜病院」と改称

町村合併により一市一町一村の組合立病院となる（小浜市、上中町、名田庄村）

総合病院の承認を受ける

救急告示病院の指定を受ける

第 次救急病院群輪番制病院の指定を受ける

へき地中核病院の指定を受ける

創立 周年記念式典

平成 公立若狭高等看護学院開校

自治体立優良病院表彰式において自治大臣表彰を受ける

病院施設整備事業起工式典（西館建設、既存病棟改修など）

西館完成

病床数変更 床 （一般 床、精神 床、隔離 床）

第 病棟、第 病棟 改修工事完了

病院施設整備事業竣工式典（西館建設、既存病棟改修など）

脳ドック開設

災害拠点病院（地域災害医療センター）の指定を受ける

院内保育所開設

立体駐車場完成

遠隔医療システム稼働

リハビリテーション施設整備工事完成

介護老人保健施設アクール若狭開設

三方町、美浜町が病院組合へ加入

レイクヒルズ美方病院開設

高度医療施設整備事業 第 期工事起工式典
（東館、医師公舎、看護師宿舎、学生寮建設など）

単独型臨床研修病院の指定を受ける

病床数変更 床 （一般 床、精神 床、感染 床）

高度医療施設整備事業 第 期工事竣工式典
（東館、医師公舎、看護師宿舎、学生寮建設など）

上中町、三方町が病院組合から脱退（合併による）

若狭町が病院組合へ加入

福井県地域療育拠点設置事業受託開始
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指定居宅介護支援事業開始

第 期オーダリングシステム運用開始、院外処方箋発行開始

高度医療施設整備事業 第 期工事起工式典（本館、救命救急センター建設など）

小浜市病後児保育事業受託開始、病後児保育所開設

協力型臨床研修施設 歯科口腔外科 の指定を受ける

名田庄村が病院組合から脱退（合併による）

おおい町が病院組合へ加入

財 日本医療機能評価機構の審査を受ける（審査体制区分 ）

救急総合診療科開設、精神科デイケア開始

病院の名称を「杉田玄白記念 公立小浜病院」と改称

救命救急センター開設

高度医療施設整備事業 第 期工事竣工式典（本館、救命救急センター建設など）

第 期オーダリングシステム運用開始

病床数変更 床 （一般 床、療養 床、感染 床、結核 床、精神 床）

療養病床（ 床）運用開始

単独型臨床研修指定病院として医科臨床研修医を受入れ

小児科休日当番医制度を開始

指定病院となる

エネルギー研究開発拠点化事業竣工

消化器センター開設

対象病院となる

高度医療施設整備事業 第 期工事起工式典（外来新棟建設など）

財 日本医療機能評価機構認定更新（審査体制区分 ）

東日本大震災に係る救護班派遣（計 班）

外来新棟 診療開始
    （脳外科、泌尿器科、眼科、精神科、皮膚科、歯科口腔外科、リニアック、売店、一般食堂） 

高度医療施設整備事業 第 期工事竣工式典（外来新棟建設など）

中川淳庵薬草園を開園

開設 周年記念若狭健康フォーラムを開催

電子カルテシステム運用開始

病床数変更 床 （一般 床、療養 床、感染 床、結核 床、精神 床）

財 日本医療機能評価機構認定更新（機能種別版評価項目 ）

熊本地震に係る救護班派遣

地域包括ケア病棟（ 床）運用開始

 

− 5−



建物配置図

各階案内図
本 館 小児療育 南 館

９階 会議室 １階 小児療育 ４階 福井県健康管理協会

８階
一般病床、感染症病棟、

結核病棟
外来新棟

３階 管理部門

７階 一般病棟 ２階 外来診療科 ２階 管理部門

６階 一般病棟 １階
外来診療科、放射線治療、

災害処置室、食堂、売店
１階 管理部門

５階

西 館

一般病棟

アクール若狭

４階 療養病棟 一般病棟

東 館
療養室

３階 療養病棟 血液浄化センター

救命救急センター
精神科病棟 療養室

２階
手術センター、中央材料室、

管理部門
検診センター、中央検査 ＩＣＵ、ＣＣＵ 精神科病棟 療養室

１階

外来診療科、外来検査室、

受付、会計、薬剤部、

紹介患者窓口

画像診断、地域連携室、

杉田玄白コーナー
救急診察室、救急専用病床

精神科デイケア室、

医療福祉相談室

リハビリテーション科、

通所レクリエーション室
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組織図

公立小浜病院組合 組織図

杉田玄白記念 公立小浜病院 組織図

（平成 年 月 日～）

平成27年10月1日～

１名 ２名

１名 １名

２名 １名

１名

５名

４名

２名

１名

１名

８名

教 育 委 員 会

美 浜 町

小 浜 市

２０名　

介 護 老 人 保 健 施 設
ア ク ー ル 若 狭

副組合長

若 狭 町

おおい町

公立若狭高等看護学院

組合事務局

監 査 委 員 会

病院組合議員

学識経験者

計

平成24年4月1日～

５名　

おおい町

小 浜 市

おおい町

若 狭 町

１０名　

２名　

若 狭 町

３名　美 浜 町

公 立 小 浜 病 院 組 合

小 浜 市

計

組合長

［ 小浜市・若狭町・おおい町・美浜町 ］

組合長・副組合長会議

公立小浜病院組合議会

杉 田 玄 白 記 念
公 立 小 浜 病 院

計

常 任 委 員 会

計

レイクヒルズ美方病院

美 浜 町

病
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長

副
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長

事
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役職員一覧（平成 年 月 日現在）

公立小浜病院組合

組 合 長 松 崎  晃 治 （小浜市長） 
副 組 合 長 森 下  裕 （若狭町長） 

〃 中 塚   寛 （おおい町長） 
〃 山 口  治太郎 （美浜町長） 
〃 東  武 雄 （小浜市副市長） 

事 務 局 長 東 信 之 （事務代理） 

杉田玄白記念 公立小浜病院

病 院 長 小 西 孝 （内 科・循環器内科）

名 誉 院 長 小 西 淳 二 （内 科）

〃 吉 田 治 義 （内 科）

副 院 長 服 部 泰 章 （外 科・消化器外科）

統括診療部長 廣 瀬 敏 士 （脳神経外科）

診 療 部 長 大 谷 秀 夫 （内科・循環器内科）

〃 荘 司 勧 （麻酔科）

〃 鈴 木 裕 志 （泌尿器科）

〃 菅 野 元 喜 （外科・消化器外科）

救命救急センター長 廣 瀬 敏 士 （兼 務）

手術センター長 荘 司 勧 （兼 務）

血液浄化センター長 大 谷 秀 夫 （兼 務）

消化器センター長 菅 野 元 喜 （兼 務）

画像診断センター長 川 上 悟 司 （放射線科）

薬 剤 部 長 内 田 博 友 （薬剤師）

医療技術部長 河 嶋 幸 男 （診療放射線技師）

看 護 部 長 大 枝 かよ子 （看護師）

事 務 部 長 東 信 之 （事務職員）

公立若狭高等看護学院

学 院 長 小 西 孝 （兼 務）

副 学 院 長 百 合 淳 子

事 務 長 中 山 浩

介護老人保健施設 アクール若狭

施 設 長 入 江 善 二 （整形外科）

事 務 長 東 信 之 （兼 務）

総 看 護 師 長 佐 波 由美子

レイクヒルズ美方病院

病 院 長 東 博 司 （内 科）

総 看 護 師 長 樽 谷 和 代

事 務 長 内 方 明 彦

（平成 年 月 日～）
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院内会議･委員会一覧（平成 年 月 日現在） 
 

【 会 議 】 
 
 
 
 
 
【 委 員 会 等】 
倫理委員会

人事委員会

医療安全管理員会

臓器移植普及推進検討委員会

防災対策委員会

医療ガス安全管理委員会

放射線安全委員会

院内感染対策委員会（ 含む）

安全衛生委員会

情報システム委員会

薬事委員会

診療録管理委員会

診療内容検討委員会

院内研修管理委員会（臨床研修病院関係）

地域医療連携委員会

接遇委員会

広報委員会

緩和医療検討委員会

救命救急センター運営委員会

診療材料検討委員会

医療機器選定委員会

教育研修統括委員会

輸血療法委員会

化学療法室運営委員会

クリニカルパス推進委員会

手術室運営委員会

画像診断運営委員会

臨床検査適正化委員会

院内保育所運営委員会

栄養治療食委員会

図書委員会

血液浄化センター運営委員会

患者サポート委員会

行動制限最小化委員会

褥瘡対策委員会

医療機器安全管理委員会

虐待防止委員会

セクシャルハラスメント防止対策委員会

薬草園運営委員会

栄養サポートチーム（ ）

精神科リエゾンチーム

排尿ケアチーム

病院組合事業運営会議 部長連絡会議 
 
医療安全会議 所属長会議 
 
診療科代表者会議  
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職 員 数
 
職員数の推移（各年度 4 月 1 日時点） 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

医 師 ４６ (４) ４３ (３) ４１ (７) ４６ (１０) 
臨床研修医（医科）  (７)  (９)  (５)  (３) 
臨床研修医（歯科）      (１)   

薬剤師 ９  ９  ９  ９  

診療放射線技師 １１  １１  １１  １１  

臨床検査技師 １３ (２) １４ (１) １４ (１) １３ (２) 

歯科衛生士 １ (３) １ (３) １ (３) １ (３) 

管理栄養士 ３  ３  ４  ４  

栄養士 ３ (２) ３ (２) ３ (３) ３ (２) 

理学療法士 １０  １２  １４  １４  

作業療法士 ９  ９  １１  １３  

言語聴覚士 ４  ４  ４  ４  

臨床工学技士 ６  ５  ５  ６  

視能訓練士 ２  ２  ２  ２  

臨床心理士 ２  １  ２  ２  

助産師 ９ (５) ９ (５) １０ (６) １０ (６) 

看護師 ２１３ (３９) ２１３ (４４) ２２５ (４０) ２２６ (４１) 

准看護師 １１ (２３) ９ (１９) ８ (１８) ９ (１８) 

看護補助員 ２６ (１８) ２６ (１９) ３０ (２２) ３１ (１５) 

事務職員 ４４ (３) ４５ (３) ４６ (５) ４８ (６) 

その他職員 １９ (２９) １７ (３０) １７ (３５) ２１ (３４) 

合 計 ４４１ (１３５) ４３６ (１４２) ４５７ (１４６) ４７３ (１４０) 

 
（ ）内は非常勤職員数を示した別掲数 
医師の非常勤職員数には、他病院等からの嘱託医師数を含まず。 
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          5    95% 95% P

STAGE=0 10      1.000 (1.000-1.000)       NA NA-NA 2.41e-31

STAGE=I  52     1.000 (1.000-1.000)    NA NA-NA

STAGE=II 66     0.904 (0.720-0.970) NA NA-NA

STAGE=IIIA 43 0.901 (0.649-0.975) NA 67-NA

STAGE=IIIB  19 0.475 (0.144-0.751) 58 48-NA

STAGE=IV    38 <NA> <NA> 14 7-26

Bartlett test of homogeneity of variances

data:  STAGE by age

Bartlett's K-squared = 1.2817, df = 3, p-value = 0.7335
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Pairwise comparisons using Mann-Whitney U test 

data:  Dataset 

               65       66~75      76~85    

66~75 1.000   -       -    

76~85 0.020            0.031             -    

86    4.6e-05      9.5e-05     0.022

P value adjustment method: bonferroni
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Pairwise comparisons using Mann-Whitney U test 

data:  Dataset 

               65       66~75      76~85    

66~75 1.000   -       -    

76~85 0.020            0.031             -    

86    4.6e-05      9.5e-05     0.022

P value adjustment method: bonferroni

5 95% 95% P

86 30 0.715 (0.486-0.856) NA 19-NA 0.221

76 85 103 0.824 (0.705-0.898) NA NA-NA      

66 75 61 0.784 (0.589-0.894) NA 67-NA      

65 34 0.731 (0.444-0.886) NA 54-NA
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9 30 26

10 3 11

1 20 16

10 28 15

6 28 1

12 12 1
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3．学 術 活 動 等
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学会発表

ピタバスタチンによる CETP とアディポネクチンの発現変動の解析―糖尿病患者治

療例と基礎実験データを含めて 嶋田章弘 上山和子 吉田治義 平野勉 岩野正之 木

村秀樹 第 27 回日本臨床化学会東海・北陸支部総会 第 35 回日本臨床検査医学会東

海・北陸支部例会 2016.7.30 金沢市

Kazuto Takahashi, Hidetaka Matsuda, Yasunari Nakamoto: Influence of 

antithrombotic drugs on gastric ulcer healing after endoscopic submucosal 

dissection. DDW 2017 in Chicago.

Microcavity Array System を用いた肝癌における循環腫瘍細胞検出系の確立 髙橋

和人、大藤和也、中本安成 第 53 回日本肝臓学会総会 2017.6 広島市

T2(MP)/N1(StageIB/IIA の一部）胃癌に対する腹腔鏡・開腹手術の治療成績の比較

検討 菅野元喜 第 88 回日本胃癌学会総会 2016.3.19 大分

T2(MP)/N1(StageIB/IIA の一部）胃癌に対する腹腔鏡・開腹手術の治療成績の比較

検討（続報）菅野元喜 第 116 回日本外科学会総会 2016.4.15 大阪

T2(MP)/N1(StageIB/IIA の一部）胃癌に対する腹腔鏡・開腹手術の治療成績の比較

検討 菅野元喜 第 71 回日本消化器外科学会総会 2016.7.16 徳島

過去 8 年間の腹腔鏡下肝切除術適応の妥当性に関する検討 菅野元喜 第 55 回全国

自治体病院学会総会 2016.10.21 富山

過去 8 年間の腹腔鏡下肝切除術治療成績の検討（適応拡大に向けて） 菅野元喜 第

78 回日本臨床外科学会総会 2016.11.24 東京

T2(MP)/N1(StageIB/IIA の一部)胃癌に対する腹腔鏡・開腹手術の治療成績の比較検

討 菅野元喜 第 29 回日本内視鏡外科学会総会 2016.12.9 横浜

過去 8 年間の腹腔鏡下肝切除術適応の妥当性と今後の適応拡大に関する検討 菅野

元喜 第 29 回日本内視鏡外科学会総会 2016.12.9 横浜

迅速に診断しえた小腸脂肪腫による成人腸重積の 1 例 岸和樹 第 78 回日本臨床外

科学会総会 2016.11.24 東京
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過去 8 年間の腹腔鏡下肝切除術治療成績の検討 菅野元喜 第 50 回北陸内視鏡外科

研究会＆長野県内視鏡手術研究会合同研究会 2016.6.11 金沢

腹腔鏡下肝外側区域切除における liver hanging maneuver を用いた手技の工夫 八

木大介 第 50 回北陸内視鏡外科研究会＆長野県内視鏡手術研究会合同研究会

2016.6.11 金沢

当院における急性期脳血管閉塞に対する治療 磯崎誠 木戸口正宗 廣瀬敏士

STROKE 2016 2016.4.14～16 札幌 ロイトン札幌

脳梗塞と紛らわしかった右上肢脱力にて発症した腫瘍性病変の一例 木戸口正宗 磯

崎 誠 廣瀬敏士 STROKE 2016 2016.4.14～16 札幌 ロイトン札幌

小脳梗塞の一例 磯崎誠 木戸口正宗 廣瀬敏士 第 224 回福井脳・神経疾患談話会

2016.7.15 敦賀 あいあいプラザ

特発性前大脳動脈解離による脳梗塞を発症した 2 例の検討 木戸口正宗 磯﨑誠 松

田謙 廣瀬敏士 第 75 回日本脳神経外科学会学術総会 2016.9.29～10.1 福岡 福岡国

際会議場

当院における急性期血栓除去術の治療成績 磯﨑誠 木戸口正宗 廣瀬敏士 第 75 回

日本脳神経外科学会学術総会 2016.9.29～10.1 福岡 福岡国際会議場

嚥下機能評価と看護介入の標準化による看護師の意識変化に関する検討 浦松千種

磯﨑誠 高本祐三恵 西勇貴 塚本祐佳 池田千絵 第 43 回日本脳神経看護研究会

2016.9.30 福岡 九州大学医学部百年講堂

当院における急性期血栓除去術の初期治療成績の検討 磯﨑誠 木戸口正宗 廣瀬敏

士第 32 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会 2016.11.23 神戸 神戸国

際展示場

発症時刻不明症例(wake-up stroke)に対する急性期血栓回収療法 木戸口正宗 磯﨑

誠廣瀬敏士 第 8 回歳末研究会 2016.12.10 福井 ユアーズホテル福井

症候性頭蓋内出血をきたした急性期血栓除去術の一例 磯﨑誠 木戸口正宗 廣瀬敏
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士第 25 回北陸 IVNR 研究会 2017.1.21 金沢 ホテル金沢

発症時刻不明症例(wake up stroke)に対する急性期血栓回収療法 木戸口正宗 磯﨑

誠 廣瀬敏士 STROKE2017 2017.3.16 大阪 大阪国立会議場

『ステロイド累積投与量が未熟網膜症の重症化に与える影響』 田尾克生 第 52 回周

産期新生児医学会・学術集会 2016.7.16-18

『Infantile Spasms を呈した乳児２例に対する極少量 ACTH の検討』 中林結子 第

52 回中部日本小児科学会 2016.8.21

『ステロイド累積投与量が未熟網膜症の重症化に与える影響』 田尾克生 第 61 回新

生児生育医学会・学術集会 2016.12.1-3

尿閉にて発症した処女膜閉鎖の１例 高原典子 鈴木裕志 服部由香 第 454 回日本泌

尿器科学会北陸地方会 2016.12.4 金沢

舌に発生した髄外性形質細胞腫の 1 例山下知巳 土井田誠 林樹 第 41 回（公社）日

本口腔外科学会中部支部・学術集会 2016.5.28 名古屋市 愛知学院大学名城公園キ

ャンパス

口腔、食道、胃、直腸、肺に発生した同時性 5 重複癌の 1 例 林樹 土井田誠 山下知

巳 第 61 回（公社）日本口腔外科学会総会・学術大会 2016.11.26 千葉市 幕張メッ

セ

内田達弥 第 21 回嶺南感染コントロールフォーラム 2017.1.21 協同組合三方ショ

ッピングセンターレピア白梅殿

論文・著書・総説

Shimada A, Kimura H, Oida K, Kanehara H, Bando Y, Sakamoto S, Wakasugi T, 
Saga T, Ito Y, Kamiyama K, Mikami D, Iwano M, Hirano T, Yoshida H：Serum 

CETP status is independently associated with reduction rates in LDL-C in 

pitavastatin-treated diabetic patients and possible involvement of LXR in its 

association.Lipids Health Dis. 216;15:57.
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小西淳二 Editorial 医療の２０２５年問題—入院から在宅へのパラダイムシフト -

環境と健康 29(2):89-92,2016.

小西淳二 追悼 長瀧重信先生 核医学 News Letter No.3, p.59, 2017.

木戸口正宗 磯﨑誠 廣瀬敏士 北井隆平 菊田健一郎 長期観察により乏突起神経膠

腫の合併を診断できた皮質下出血の一例 No Shinkei Geka 45(3):233-238, 2017

Superselective Provocative Test with Propofol Using Motor-Evoked Potential 

Monitoring for Managing Cerebral Arteriovenous Malformations Fed by the 

Anterior Choroidal Artery.Isozaki M, Satow T, Matsushige T, Mori H, Iihara K.

J Stroke Cerebrovasc Dis. 2016 Sep;25(9):e153-7. 

Cerebral hyperperfusion syndrome resulting in subarachnoid hemorrhage after 

carotid artery stenting. Isozaki M, Arai Y, Higashino Y, Okazawa H, Kikuta 

KI.Ann Nucl Med. 2016 Nov;30(9):669-674.

Super-selective balloon test occlusion of the posterior communicating artery in 

the treatment of a posterior cerebral artery fusiform aneurysm: a case report

Isozaki M, Arai H, Neishi H, Kitai R, Kikuta KINMC Case Report Journal 2016; 

3:129-131

Silent ischemic lesion laterality in asymptomatic internal carotid artery stenosis 

relates to reduced cerebral vasoreactivity. Isozaki M, Kataoka H, Fukushima K, 

Ishibashi-Ueda H, Yamada N, Iida H, Iihara K. Surg Neurol Int. 2017 Jan 19;8:6. 

doi: 10.4103/2152-7806.198733.

小児科臨床 Vol.70 No.1『異なる発症様式を呈した twig like MCA の小児２症例』

土井田誠 水井工 安藤幸司 杉山健 林樹 横山公香 阿部幸二郎 畠山大二郎 山下知

巳 柴田敏之 杉田玄白記念公立小浜病院歯科口腔外科における外来手術の臨床統計

的検討（2010～2014 年度） 杉田玄白記念公立小浜病院年報 14: 115-121, 2016

土井田誠 水井工 安藤幸司 杉山健 林樹 横山公香 阿部幸二郎 畠山大二郎 山下知

巳柴田敏之 杉田玄白記念公立小浜病院歯科口腔外科における入院症例の臨床統計

的検討（2010～2014 年度） 杉田玄白記念公立小浜病院年報 14: 122-129, 2016
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井上敬介 山下知巳 林樹 吉田浩明 土井田誠 柴田敏之 上顎臼歯部歯肉に発生した

周辺性エナメル上皮腫の 1 例 日本口腔診断学会雑誌 30 (1) 47-51, 2017（2017.2.20

発行）

鎌田泰之 腹腔鏡下修復術を施行した腹腔鏡下Ｓ状結腸切除術後内ヘルニアの１例

日本臨床外科学会誌第 77 巻 4 号 873－876

講演

小西淳二「近代医学を拓いた小浜藩医—杉田玄白と中川淳庵—」看護の日記念式 記

念講演 2016.5.9 公立若狭高等看護学院お

鈴木裕志 尿路感染症治療に関するガイドライン 第 3 回福井感染制御ネットワーク

会議 2016.11.19 福井

丸山市郎 生活習慣病・がん予防の食生活について 建設業労働安全推進大会

2016.7.12 若狭地区建設業会館

丸山市郎 がんの予防とがん検診のすすめ 関西電力 原子力研修センター職員研修

2016.10.20 関西電力原子力研修センター

土井田誠 「口腔領域の嚢胞・歯原性腫瘍・口腔乾燥症」 岐阜大学医学部 3 年生に

対するチュトーリアル講義 2016.9.2 岐阜市 岐阜大学医学部教育棟 3F 講義室

中林結子 『こどもの急変時の対応について』 2016.10.28 小児救急講習会 こども家

族館 おおい町

原慶和 『成長曲線をきわめよう』養護教諭研修会 2016.10.25 嶺南教育事務所

田尾克生 『こどもの急変時の対応について』小児救急講習会 2016.10.31 小浜市健

康管理センター

原慶和 『うちの子って発達障害ですか？』若狭こども元気フォーラム 2016

2016.12.13 杉田玄白記念公立小浜病院大会議室
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研究会・報告・その他

小西淳二 卒後臨床研修の思い出 京都大学医学部３９会文集 p.61-70,2016

小西淳二 新年の御挨拶—思いがけない心臓手術を経験して− 京都大学医学部附属

病院放射線医学さんさん会誌第１５号 p.4-5,2017

小西淳二 新年を迎えて 百万遍通信 No.163:p.2-3,2017

第 84 回胃・大腸検診研究会（嶺南地区） 司会・進行 丸山市郎 2016.6.23 杉田玄

白記念公立小浜病院

放射線治療計画ガイドライン 2016 年版について 当番幹事・座長 丸山市郎 第 25 回

福井県放射線治療研究会 2017.2.17 福井商工会議所
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院内活動

京大連携「わかさセミナー」

平成 26 年 4 月に京都大学医学部に開設された公立小浜病院組合寄付講座「地域医

療支援システム学講座」（代表 木下 秀之 准教授）の地域活動の一環として当院で

開催する運びとなった。院内外の医療従事者を対象に京都大学医学部および関連病

院の若手医師が臨床トピックスを講演している。毎月、当院、小浜医師会及び関連製

薬会社との共催で開催し好評を得ている。

第 22 回 2016.4.14「胃がん化学療法における最新情報」

京都大学大学院医学研究科 がん薬物治療科 准教授 松本 繁巳 氏

第 23 回 2016.5.23「iPS 細胞を用いた肺疾患研究」

京都大学医学部付属病院 呼吸器内科 助教 伊藤 功明 氏

第 24 回 2016.6.28「心血管イベント抑制をめざした糖尿病治療戦略

-SGLT2 阻害薬の意義-」

京都大学大学院医学研究科 循環器内科学 講師 桑原 宏一郎 氏

第 25 回 2016.7.21「抗血栓症療法の最近の考え方

-薬剤選択、投与期間から非心臓手術周術期の管理まで-」

京都大学大学院医学研究科 循環器内科 病院特定助教 塩見 紘樹 氏

第 26 回 2016.8.4「Onconephrology 腎臓病とがんの深いかかわり」

京都大学大学院医学研究科 腎臓内科学 講師 松原 雄 氏

第 27 回 2016.9.8「ゲノム情報に基づく大腸癌化学療法」

京都大学大学院医学研究科 がん薬物治療科 特定准教授 金井 雅史 氏

第 28 回 2016.10.6「肝疾患の栄養管理

～もし大学病院の外科医がドラッカーの『マネジメント』を読んだら～」

京都大学医学部附属病院

肝胆膵・移植外科 臓器移植医療部 准教授 海道 利実 氏

第 29 回 2016.11.8「京大病院における肺炎診療向上への挑戦」

京都大学医学部付属病院 呼吸器内科 助教 伊藤 功明 氏

第 30 回 2016.12.5「認知症の診療と研究のアップデート」

京都大学大学院医学研究科 臨床神経学 特定病院助教 江川 斉宏 氏

第 31 回 2017.1.12「潰瘍性大腸炎の病態と治療」

− 116 −



京都大学医学部付属病院 消化器内科 助教 山本 修司 氏

第 32 回 2017.2.7「高尿酸血症の治療を幅広く考える」

京都大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科学 准教授 山下 浩平 氏

第 33 回 2017.3.17「２型糖尿病患者におけるフレイルの特徴と糖尿病治療」

京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 講師 原島 伸一 氏

＜倫理講演会＞

講 師 京都大学大学院医学研究科医療倫理学 教授 小杉 眞司 先生

開催日  平成 28 年 4 月 27 日 新採用職員対象

     平成 28 年 6 月 22 日 公立若狭高等看護学院生対象

     平成 28 年 8 月 24 日 職員対象

     平成 28 年 11 月 2 日 職員対象

＜医療安全講演会＞

1 回目 開催日：平成 28 年 6 月 2・3 日

演 題：医療倫理と個人情報『それぞれのナラティブから共感へ』

講 師：日本光電工業 安全管理部 近藤 俊雄

2 回目 開催日：平成 28 年 9 月 16 日

演 題：「あなたの常識はワタシの常識ではない-安全管理の新しい視点-」

講 師：山口大学付属病院 薬剤部部長 古川 裕之 氏

＜院内感染対策講演会＞

１回目 開催日：平成 28 年 7 月 1 日

演 題：『京都第二赤十字病院におけるＩＣＴ活動について』

講 師：京都第二赤十字病院 感染管理認定看護師 近藤 大志 氏

２回目 開催日：平成 28 年 11 月 15 日

演 題：『ＨＩＶ感染症について』

講 師：石川県立中央病院免疫感染症科 医師 渡邊 珠代

看護師 浅田 裕子 氏
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＜医局カンファレンス＞

＜臨床病理検討会（ＣＰＣ）＞

平成 28 年 6 月 1 日 №151「心嚢に浸潤し複数の腫瘍塊を形成した縦隔腫瘍の一例」

                内科 大谷秀夫   病理 大越忠和

8 月 10 日 №152「不明熱患者の剖検症例」

                 内科 横山由就、中嶋康貴 病理 大越忠和

11 月 2 日 №153「痙攣発作と右腎破裂を帰した 80 歳男性の一例」

              内科 内藤達志   病理 大越忠和

11 月 30 日 №154「小腸腸間膜腫瘍（胃回腸バイパス術後）による消化管穿

孔を疑う剖検例」

              外科 岸 和樹、内田泰善   病理 大越忠和

平成 29 年 2 月 15 日 №156「左大腿骨頸部骨折術直後に脂肪塞栓が疑われた一例」

              整形外科 竹野建一   病理 大越忠和

3 月 15 日 №155「胃癌術後縫合不全による汎発性腹膜炎から急速な転帰

をとり死亡した一例」

              外科 八木大介   病理 大越忠和

＜臨床研修医研究発表会＞

第 9 回 平成 28 年 8 月 10 日 18 時～ ホテルせくみ屋

Ⅰ「脊髄損傷の一例」           ２年目研修医 中嶋 康貴

日　付 演　題

平 成 28 年 4 月 20 日 杉田玄白公立小浜病院外科　治療方針・手術成績 外科 菅野　元喜

平 成 28 年 5 月 18 日 智歯について 歯科口腔外科 水井　工

平 成 28 年 7 月 20 日 熊本震災救護班活動報告 救急総合診療科 四本　仁寛

平 成 28 年 9 月 21 日 消化器内科ア・ラ・カルト 内科 内藤　達志

平 成 28年 10月 19日 働く人のメンタルヘルス 精神神経科 伊佐　将人

平 成 28年 11月 16日 川崎病 小児科 田尾　克生

平 成 29 年 1 月 18 日 妊婦を診よう！ 産婦人科 塚尾　麻由

平 成 29 年 2 月 15 日 急性虫垂炎の治療の現状 消化器外科 岸　和樹

平 成 29 年 3 月 15 日 嶺南地方における今後の透析治療の展望 内科 横山　由就

講　師

− 118 −



Ⅱ「低血糖脳症を来し、恒久的な意識障害を残した一例」

２年目研修医  新谷 万智子

Ⅲ「動脈硬化リスク因子に乏しい脾動脈瘤破裂の一例」

２年目研修医 奥津 理彦

Ⅳ「小浜病院における大腿骨近位部骨折術後の静脈血栓症」

２年目研修医 坂下  輔

第 10 回 平成 29 年 3 月 7 日 18 時 30 分～ 本館 9 階大会議室

Ⅰ「自然気胸から緊張性気胸に至った事例」   １年目研修医 内田 泰善

Ⅱ「小浜病院で経験した下顎神経損傷を回避した抜歯術。」

１年目研修医 山田 賢譲

Ⅲ「意識障害で救急受診し、うつ病性昏迷と考えられた一例」

２年目研修医 奥津 理彦

Ⅳ 「脳卒中疑いの救急搬送がきっかけで閉塞性睡眠時無呼吸症候群の

診断に至った１例」                    ２年目研修医 中嶋 康貴

Ⅴ「脆弱性骨盤輪骨折」                        ２年目研修医 坂下 輔

Ⅵ「地域の周産期医療～切迫早産の妊婦の診療を通して～」

２年目研修医 新谷 万智子

＜看護研究発表会＞

平成 29 年 2 月 24 日 杉田玄白記念公立小浜病院本館 9 階大会議室

本館５階病棟

「ストーマ管理能力の向上、統一した看護介入に向けて

～ストーマ看護実践能力尺度を用いて～」

発表者：徳庄徳嗣

共同研究者：宮谷綾 佐藤ひろみ 小南友紀 一瀬恭子

本館７階病棟

「腹膜透析の患者指導の充実」 ～指導内容統一を目指して～

発表者：川畑真紀

共同研究者：山田愛里 小堀恵 窪田裕子

西館病棟

「身体拘束疑似体験から患者の苦痛を考える」

発表者：上本昌子

共同研究者：松田幸子 寺井まゆみ 横山八重子
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救命救急センター１階

「上部消化管内視鏡検査前処置の咽頭麻酔におけるスプレー法と

ビスカス法の麻酔苦痛度と検査中苦痛度の比較について」

発表者：大谷倫子

共同研究者：的場悦子 林祐大 石坪祐太 三久保幸子 田中友子

血液浄化センター

「血液透析患者の塩分・水分管理に関するセルフケアの変化

～パンフレット指導を行って～」

発表者：仲野優哉

共同研究者：高田順子 西尾美和 三木三千代 上原慶子

手術センター

「腹腔鏡下胆嚢摘出術における術中体温維持効果の検証

～保温ミットを使用して～」

発表者：前田春香

共同研究者：古谷千夏 近藤浩文 藤本祐子
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Ⅲ．各種統計
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延べ外来患者数（診療科別） （ ）は診療実日数

１日平均外来患者数（診療科別）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

（243日） （243日） （242日）

内科・循環器内科

外科・消化器外科

整形外科

脳神経外科

小 児 科

産婦人科

精神科

耳鼻いんこう科

眼　 　科

皮 膚 科

泌尿器科

麻 酔 科

放射線科

歯科口腔外科

心臓血管外科

形成外科

救急総合診療科

合　　計

延べ外来患者数

診療科

前年度比

増減数 伸率

平成26年度 平成27年度 平成28年度

内科・循環器内科

外科・消化器外科

整形外科

脳神経外科

小 児 科

産婦人科

精神科

耳鼻いんこう科

眼　 　科

皮 膚 科

泌尿器科

麻 酔 科

放射線科

歯科口腔外科

心臓血管外科

形成外科

救急総合診療科

合　　計

診療科
１日平均外来患者数

前年度比
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延べ外来患者数（市町別） （ ）は診療実日数

１日平均外来患者数（市町別）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

日) 日) 日)

（旧上中町）

（旧三方町） △ 345

（旧名田庄村）

（旧大飯町）

延べ外来患者数

増減数 伸率

前年度比

小　　浜　　市

その他地域（県内）

若狭町

おおい町

その他地域（県外）

市　　町　　名

合　　　　計

美　　浜　　町

高　　浜　　町

平成26年度 平成27年度 平成28年度

（旧上中町）

（旧三方町） △ 1.3

（旧名田庄村）

（旧大飯町）

１日平均外来患者数
前年度比

小　　浜　　市

合　　　　計

若狭町

その他地域（県外）

おおい町

美　　浜　　町

高　　浜　　町

その他地域（県内）

市　　町　　名
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延べ入院患者数 診療科別 （ ）は診療実日数

１日平均入院患者数 診療科別

平成26年度 平成27年度 平成28年度 増減数 伸率

内科・循環器内科

外科・消化器外科

整形外科

脳神経外科

小 児 科

産婦人科

精神科

耳鼻いんこう科

眼 　科

皮 膚 科

泌尿器科

麻酔科

放射線科

歯科口腔外科

心臓血管外科

形成外科

救急総合診療科

療養病床

合　　計

診療科
延べ入院患者数 前年度比

平成26年度 平成27年度 平成28年度

内科・循環器内科 △ 43.0
外科・消化器外科

整形外科

脳神経外科 △ 34.6
小 児 科

産婦人科

精神科

耳鼻いんこう科

眼 　科 △ 3.2
皮 膚 科

泌尿器科 △ 1.7
麻酔科

放射線科

歯科口腔外科 △ 0.5
心臓血管外科

形成外科

救急総合診療科

療養病床

合　　計

診療科
１日平均入院患者数

前年度比
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延べ入院患者数 近隣市町別 （ ）は診療実日数

１日平均入院患者数 近隣市町別

平成26年度 平成27年度 平成28年度

日) 日) 日)

△ 2,018

（旧上中町）

（旧三方町） △ 656

（旧名田庄村）

（旧大飯町）

△ 536

その他地域（県外）

市　　町　　名

小　　浜　　市

延べ入院患者数 前年度比

増減数 伸率

若狭町

おおい町

美　　浜　　町

高　　浜　　町

その他地域（県内）

合　　　　計

平成26年度 平成27年度 平成28年度

△ 5.6

（旧上中町）

（旧三方町） △ 1.8

（旧名田庄村）

（旧大飯町）

△ 1.5

１日平均入院患者数
前年度比

合　　　　計

おおい町

美　　浜　　町

高　　浜　　町

その他地域（県内）

市　　町　　名

小　　浜　　市

若狭町

その他地域（県外）
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平均在院日数

病床利用率（実稼動病床数による）

救急車搬送患者数

休日および時間外診療患者数

へき地巡回診療患者数

平成26年度 平成27年度 平成28年度

一般病床合計

平成26年度 平成27年度 平成28年度

一 般

療 養

結 核

精 神

合 計

感 染 症

　　　　　（感染症病床の利用率は合計に含まず）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

日 勤 帯

休日 ・時間外

合 計

一 日 平 均

平成26年度 平成27年度 平成28年度

延 べ 患 者 数

一 日 平 均

平成26年度 平成27年度 平成28年度

延べ患者数

一回平均

へき地巡回診療地区

堅海、根来、宮川地区（小浜市）

奥杉山、西浦地区（若狭町）

音海、日引、上瀬地区（高浜町） 年間診療回数：計１３０回 
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手術件数（中央手術室における件数）

分娩件数

人工透析治療件数

内視鏡検査件数 ※健診・ドックの検査件数を含む

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

△ 27

△ 33

△ 1

△ 20

△ 3

△ 64

診　療　科

形成外科

歯科口腔外科

脳神経外科

耳鼻いんこう科

整形外科

内科（循環器分含）

合　計

心臓血管外科

眼　　科

泌尿器科

産婦人科

外　　科

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

分娩件数

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

昼間　延べ数

夜間  延べ数 △ 35

合　計

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

上部消化管検査

(粘膜切除術)

(内視鏡的胃ろう増設術)

下部消化管検査

(大腸ポリープ切除術)

(シグモイドファイバー)

気管支ファイバー

膵胆管造影検査

(内視鏡的胆道砕石術)

(乳頭切開術+砕石術)
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薬剤件数

処方箋枚数

調剤件数（全体）

無菌調製件数 抗がん剤）

無菌調製件数 ＴＰＮ）

薬剤管理指導件数

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

院内処方

院外処方

△ 819

外　  来

入　　　院

注　　　射

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

入　　　院

外　　　来

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

△ 11入　　　院

外　　　来

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

△ 407入　　　院

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

－

△ 14

－

　    ※１　救命救急入院料算定患者

　    ※２　特に安全管理が必要な医薬品の使用患者

 　   ※３　ＩＣＵ及びハイリスク以外の患者

麻薬管理指導加算

そ  の  他  ※３

Ｉ  Ｃ  Ｕ　※１

退院時服薬指導加算

ハイリスク ※２
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画像検査・放射線治療件数（画像診断室集計）

リハビリテーション件数

患者給食数

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

 Ｘ線一般撮影　

 Ｃ　　Ｔ △ 242

 Ｍ Ｒ Ｉ

 核医学検査（ＲＩ検査） △ 45

 血管造影 △ 67

 骨塩定量検査 △ 11

 超音波検査

 ＰＥＴ／ＣＴ検査

治療計画件数 △ 5

放射線治療
体外照射件数

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

理　学　療　法

作　業　療　法

言　語　療　法 △ 962

摂食機能療法

（上記各項目には、物理療法、心理検査等の件数を含む）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比 伸率

常　　　食 △ 3,672

軟　菜　食

流　動　食

特　別　食
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臨床検査件数 主要なものを掲載

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

ＡＳＴ

ＡＬＴ

γ-ＧＴ

総コレステロール

ＨＤＬコレステロール

尿酸

血糖

ヘモグロビンＡ１Ｃ

一般検査

尿検査定性（糖･蛋白･潜血他)

便潜血検査

血液学的検査

一般血液検査(血球数等測定)

血液細胞像/白血球分類検査

プロトロンビン時間

Ｄダイマー

免疫･血清学的検査

Ｂ型肝炎ウイルス抗原

Ｃ型肝炎ウイルス抗体

ＣＥＡ

ＣＡ19-9

ＢＮＰ

生理機能検査

心電図

ホルター心電図

脳波

ＡＢＩ

神経伝導速度

微生物学的検査

一般細菌培養検査

結核菌培養検査

細胞診検査

細胞診検査

病理組織検査

病理組織検査

術中迅速病理検査

病理解剖件数

*臨床検査システムによる件数集計

血液生化学検査
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地域連携・医療福祉相談件数

紹介および逆紹介の状況
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

紹介件数

紹介率(%)

逆紹介件数

逆紹介率

ふくいメディカルネット運用件数

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

件　数

新規相談件数

入　院 外　来 他院等より 計

件　数

　　転院、退院（在宅医療）等の調整 ・・・・  287  件

　　各種制度紹介、活用援助 ・・・・・・・・  260  件

　　医療費等の経済的問題に関すること ・・・    4  件

　　そ　の　他 ・・・・・・・・・・・・・・  143  件

新規相談の受診科別分類 （重複あり）
内　科 外　科 整形外科 脳神経外科 小児科

産婦人科 精神科 耳鼻いんこう科 眼　科 皮膚科

泌尿器科 循環器科 歯科口腔外科 救急総合診療科 他院等より

退院支援の状況
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

総 件 数

転院支援

特養老健

養  護

高齢者賃貸

障害福祉施設

生保指定施設

自  宅

その他

新規相談の主訴別分類 （重複あり）
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退院支援加算
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

件　数

他職種カンファレンス（介護支援連携加算）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

件　数

療養病棟転棟支援
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

件　数

精神科訪問看護実施回数（往診同行含む）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

件　数
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Ⅳ．決算概要
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経営概要

経営分析

備　考

収　入

支　出

収　益

収　入

支　出

差

 医業収入／医業費用

 職員給与費／医業収益

427 (138) 435 (150) 452 (147) （ ）は臨時職員の別掲数

 感染病床2床分を除く

病 床 数 456 456 456

職員給与費率 66.9% 66.0% 65.8%

年度末職員数

病 床 利 用 率 77.9% 79.5% 81.5%

年度別 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

収
益
的

7,091,138 7,391,374 7,520,055

7,703,104 7,557,853 7,608,297

△ 611,966 △ 166,479 △ 88,242

医業収支比率 87.6% 90.0% 90.6%

資
本
的

158,570 263,669 87,044,000

668,183 834,333 692,125,760

△ 509,613 △ 570,664 △ 605,081,760

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

入　院 350人 358人 367人
（診療実日数） （365日） （365日） （366日）

外　来 740人 751人 783人
（診療実日数） （243日） （243日） （242日）

入　院 6.4人 6.4人 6.8人

外　来 13.7人 13.4人 14.5人

医 業 収 益 の
前 年 度 比

103.31% 104.23% 101.74%

医 業 費 用 の
前 年 度 比

101.14% 98.11% 100.67%

差　引 1.87% 6.12% 1.07%

入　院 31,267円 31,838円 31,729円

外　来 8,948円 10,076円 9,851円

合　計 40,213円 41,914円 41,580円

分析項目

１ 日 当 り
患 者 数

医 師 １ 人
１ 日 当 り
患 者 数

医 業 収 支
前年度比率

患 者 １ 人
１ 日 当 り
診 療 収 入

− 134 −



平成２８年度公立小浜病院組合事業会計決算報告書（抄本）

（１）

ア

〔小浜病院事業〕

(ア) 　患者数

(イ) 　収益的収支

(ウ) 　資本的収支

　外来患者数は、年間延べ189,430人(１日平均783人)で、前年度に比較し7,053人(1日あたり32人)

増加し、入院患者数は、年間延べ133,782人(1日平均367人)で、前年度に比較し2,821人(1日あたり

9人)増加しました。

　収入総額は、7,520,055,294円で、前年度に比べ128,681,325円（1.7％)増加しました。また、支出

総額は、7,608,297,003円で、前年度に比べ50,443,565円(0.7％)の増加となり、88,241,709円の損

失を生じる結果となりました。損益は前年度に比べ、78,237,760円改善しました。

　収入は、企業債76,900,000円と修学資金貸付金返還金10,144,000円の合計87,044,000円となり、

支出では、建設改良費89,511,480円、企業債償還金580,814,280円など合計692,125,760円となりま

した。収入不足額の605,081,760円については、過年度分損益勘定留保資金355,245,015円及び当

年度分資本費繰入収益249,836,745円で補てんしました。

　建設改良費はすべて資産購入費で、医療機械として脳神経外科手術用顕微鏡、外科内視鏡シス

テムなどを、備品として本館無停電装置蓄電池取替などを整備しました。

概 況

 総括事項

　地方の医師不足は依然継続しており、医師確保は極めて厳しい状況が続いております。当病院組

合においても常勤医師の確保に苦慮しており、健全経営を阻害する大きな要因となっております。

看護・介護職員においても労働人口が減少する中、人材不足の状況にあり、医療・介護の提供を支

える職員の確保が困難となっております。

　また、団塊の世代が７５歳以上となる2025年に向け、国は地域包括ケアシステムの整備を推進して

おり、県では平成２８年度に福井県地域医療構想が策定され、当病院組合病院事業においても改

革プランを策定したところです。

　当病院組合の各事業、公立小浜病院、レイクヒルズ美方病院、アクール若狭は互いに連携し、高

度急性期医療から慢性期医療ならびに在宅までの幅広い医療・介護を提供しており、若狭地域の

地域包括ケアシステムの中核的役割を担っております。

　平成28年度においては、小浜病院事業、レイクヒルズ美方病院事業では欠損を生じる結果となりま

したが、患者数増による収入の増加、費用では平成２７年度に続く勤勉手当の抑制等を行い、医業

収支・介護収支においては、前年度と比較し改善をいたしました。

　各事業ともに、地域の医療・介護・福祉において自らの役割を果たすべく取り組んでいるところです

が、組合全体として財政状況は極めて厳しく、患者数・利用者数増による収入の増加、費用の見直

しによる支出の抑制を課題として取り組んでおります。なお、事業ごとの決算状況については、以下

のとおりです。

平成２８年度  公立小浜病院組合病院事業報告書
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イ　 議会議決事項

議 案 等 番 号 提出年月日 議決等日

認 定 第 １ 号 H28.8.18 H28.9.30

報 告 第 １ 号 H28.8.18 H28.8.18

議 案 第 ７ 号 H28.9.30 H28.9.30

議 案 第 ８ 号 H28.11.29 H28.12.26

議 案 第 ９ 号 H28.11.29 H28.12.26

議 案 第 １ ０ 号 H28.12.26 H28.12.26

議 案 第 １ １ 号 H28.12.26 H28.12.26

議 案 第 １ ２ 号 H28.12.26 H28.12.26

議 案 第 １ ３ 号 H28.12.26 H28.12.26

議 案 第 １ 号 H29.2.22 H29.3.28

議 案 第 ２ 号 H29.2.22 H29.3.28

議 案 第 ３ 号 H29.2.22 H29.3.28

議 案 第 ４ 号 H29.2.22 H29.3.28

ウ　 行政官庁許認可事項

許認可年月日 許認可番号 行政官庁

平成28年6月16日
福 井 県 指 令 若 保

第 164-3 号
福井県

平成28年10月7日
福 井 県 指 令 若 保

第 164-8 号
福井県

平成28年10月17日
福 井 県 指 令 若 保

第 183-7 号
福井県

平成28年10月11日
福 井 県 指 令 若 保

第 164-9 号
福井県

平成28年10月28日
福 井 県 指 令 若 保

第 183-8 号
福井県

件　　　　　　　　名

平成２７年度公立小浜病院組合病院事業会計決算認定について

公立小浜病院組合一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について

公立小浜病院組合監査委員の選任同意について

平成２７年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律における資金不足比率の報告に

ついて

杉田玄白記念公立小浜病院名誉院長の推挙について

平成２８年度公立小浜病院組合病院事業会計補正予算について

和解について

公立小浜病院組合教育委員会委員の任命について

公立小浜病院組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

公立小浜病院組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

杉田玄白記念公立小浜病院　病院許可事項中一部変更

（本館4階412号室4床を3床に変更）

（本館4階家族室を418号室1床に変更）

公立小浜病院組合教育委員会委員の任命について

平成２８年度公立小浜病院組合病院事業会計補正予算（第２号）について

件         名

平成２９年度公立小浜病院組合病院事業会計予算について

杉田玄白記念公立小浜病院　病院許可事項中一部変更

（西館3階の家族控室を倉庫に変更）

杉田玄白記念公立小浜病院　病院許可事項中一部変更

（本館4階410号室1床と411号室1床を410号室の1室3床に変更）

（本館5階513号室4床を3床に変更）

（本館5階家族室を516号室1床に変更）

（本館6階601号室1床を倉庫に変更）

（本館7階713号室4床を3床に変更）

（本館7階家族室を715号室1床に変更）

杉田玄白記念公立小浜病院　使用許可

（上段内容と同じ）

杉田玄白記念公立小浜病院　使用許可

（上段内容と同じ）
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（ア）　職員異動

職     種 備 考

杉田玄白記念公立小浜病院

医師 (14) 40 (14) 42 -2

薬剤師 9 9

診療放射線技師 10 11 -1

臨床検査技師 (1) 14 (1) 14

歯科衛生士 (3) 1 (3) 1

管理栄養士 4 4

栄養士 (2) 3 (3) 3 (-1)

理学療法士 14 12 2

作業療法士 11 (1) 9 (-1) 2

言語聴覚士 4 5 -1

臨床工学技士 6 5 1

視能訓練士 2 2

臨床心理士 2 1 1

助産師 (6) 10 (7) 9 (-1) 1

看護師 (42) 222 (43) 208 (-1) 14

准看護師 (19) 8 (18) 10 (1) -2

看護補助員 (20) 30 (23) 26 (-3) 4

事務職員 (6) 45 (5) 45 (1)

電話交換手 (1) (1)

技師補 (10) 8 (10) 9 -1

調理師 (3) 7 (3) 7

用務員 (1) (1)

医師事務作業補助者 (11) (10) (1)

外来診療補助員 (8) 2 (7) 3 (1) -1

計 (147) 452 (150) 435 -3 17

エ　 職員に関する事項
（単位：人）

平成２９年３月３１日現在 平成２８年３月３１日現在 増   減

(     )は臨時職員、再任用　別掲
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（２）　業　務

ア　業務量

 Ⅰ  杉田玄白記念公立小浜病院

（ア）　各科の外来・入院患者数

比 較 7,053

20.1

23.8

8.7

－

282 58.6

麻 酔 科

0 4.5

32.3

1.8

0.0 0.0

782.8

0.0

8.3

7.6

75.1

00

0

27,423

放 射 線 科

2,602

182,377

外来　242日

入院　365日

42.3

今 年 度 計 189,430

－

133,782

歯科口腔外科 14,186

療 養

精 神 科 14,192 29,652

10,231

 ※　療養は、療養病棟の患者数である。

47.1

2,779 26.4

645

2,821

耳鼻いんこう科 4,855

1,097

前 年 度 計

58.6

救 総 科 10,847

眼 科 11,406

産 婦 人 科 6,384

357.8
外来　243日

入院　366日
130,961 750.5

0.0

0.8

366.5

(365 日)

心臓血管外科

外 来 入 院

11,26510,049

974

19,958

科 名

内 科 55,270

整 形 外 科

0

8,682

0

皮 膚 科

泌 尿 器 科

6.8

30.9

１ 日 平 均

228.4 90.7

57.3

26.1

0.7

39.8

備 考

41.5

0.0

32.4

33,118

小 児 科 13,874

161

脳神経外科 9,640

形 成 外 科

外 科

82.5

4.0

44.8 7.1

81.2

（単位：  人）

0.0

入院(242 日)外来

11,817

2,480

3,037

6,306 0

0.0
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（２）　工　事

建設工事の概況

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

220,350,000 135,554,800

　（内訳）

　　工事（追加分） 平成27年10月26日

121,960,000

5,494,800

平成27年2月9日　　工事監理業務 8,100,000

5,494,800

　杉田玄白記念公立小浜病院

工事内容 契約額 平成27年度執行額 契約年月日 備考

　　実施設計業務 4,795,200 0 平成26年8月29日

　　工事 201,960,000 平成27年3月30日

8,100,000

原子力災害対策施設整備事業

（３）　業　務

ア　業務量

 Ⅰ  杉田玄白記念公立小浜病院

（ア）　各科の外来・入院患者数

2,771 46.4 7.6

81.3

（単位：  人）

0.0

入院(243 日)外来

放 射 線 科

0.0

357.8

(366 日)

心臓血管外科

外 来 入 院

13,884

5.0

備 考

37.9

１ 日 平 均

225.3 80.8

53.0

2,725 25.9

709

3,038

耳鼻いんこう科 5,141

1,008

10,936

943

15,690

52.3

科 名

前 年 度 計

45.0

内 科 54,759 29,584

小 児 科 12,706

58.8

救 総 科 11,279

153

脳神経外科 7,426

形 成 外 科

外 科

9,635整 形 外 科

0.0

26.364.6

3.9

25.0

0 0.6

10,902 30.5

1,824

0

3,203

皮 膚 科

眼 科 12,876

産 婦 人 科 6,282

泌 尿 器 科 10,131

6,072 0

今 年 度 計 182,377

－

130,961

歯科口腔外科 12,692

療 養

精 神 科 14,283 29,753

00

0

350.5 　 　　〃　　　   243日127,923 739.9

25,690

0.0

0.7

179,787

外来診療日数 243日

41.7

比 較 2,590

21.2

29.8

7.3

－

281 52.2

麻 酔 科

0 4.1

10.6

1.9

0.0 0.0

750.5

0.0

8.8

7.4

70.2
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（イ）　組合市町別利用者数　(率)

（ウ）　調剤状況

（エ）　検査状況

（オ）　給食状況

（カ）　リハビリ状況

件

件件 １日平均言語療法

摂食機能療法

5,435

1,466

食

食135,729

(242 日)

食

(242 日) 6.1 件

22.5

件

138.2(242 日)理学療法

作業療法

33,450

17,734

外来

入院

16,238 件

87,908 件

件

普通食

食別

217,577

件

353,306 食計

特別食

患者食

食数

件

食

１日平均

Ｘ線検査 52,718 件

1,041,355 件臨床検査

217.8

１日平均

１日平均

１日平均

１日平均

備考

596.1

件

73.3

371.9 食

(242 日)

(365 日)

(365 日)

(242 日) 4,303.1

968.0

１日平均

１日平均

(365 日)

67.1１日平均

240.8

件(242 日)

5.2 ％ 1.4

(242 日)

１日平均 件(365 日)

件１日平均

11,683 133,782

66.0 ％ 14.2 ％ 11.4 ％ ％ 8.7 ％2.8 ％ 9.7 ％ 4.5 ％ 100.0 ％
入院

88,342 18,932 15,224 3,708 12,983 5,963 7,020 1,842

12,613 189,430

71.0 ％ 13.2 ％ 9.8 ％ 3.4 ％ 8.6 ％ 3.8 ％ 4.8 ％ 0.5 ％ 6.7 ％ 100.0 ％
外来

134,531 25,003 18,564 6,439 16,292 7,285 9,007 991

（単位：人）

区分 小浜市 若狭町
若狭町（再掲）

おおい町
おおい町（再掲）

美浜町 その他 計
上中 三方 名田庄 大飯
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金　額
（円）

構成比率
(％)

金　額
（円）

構成比率
(％)

増　　減　　額
（円）

伸　率
(％)

7,391,373,969 82.26 7,520,055,294 82.77 128,681,325 1.7

医業収益 6,269,716,655 69.77 6,366,677,113 70.07 96,960,458 1.5

外来収益 1,837,666,646 20.45 1,865,987,471 20.54 28,320,825 1.5

入院収益 4,169,498,825 46.40 4,244,835,063 46.72 75,336,238 1.8

その他医業収益 262,551,184 2.92 255,854,579 2.82 △ 6,696,605 △ 2.6

医業外収益 977,708,266 10.88 1,020,491,689 11.23 42,783,423 4.4

財産収益 68,341,948 0.76 68,339,217 0.75 △ 2,731 0.0

患者外給食収益 929,125 0.01 754,443 0.01 △ 174,682 △ 18.8

付添寝具料 363,377 0.00 371,602 0.00 8,225 2.3

他会計補助金 476,649,717 5.30 499,751,604 5.50 23,101,887 4.8

市町補助金 10,229,760 0.11 10,229,760 0.11 0 0.0

県助成金 16,686,950 0.19 10,615,250 0.12 △ 6,071,700 △ 36.4

国庫補助金 7,814,000 0.09 3,502,000 0.04 △ 4,312,000 △ 55.2

905,200 0.01 905,218 0.01 18 0.0

地域療育拠点運営事業受託料 6,172,752 0.07 6,172,752 0.07 0 0.0

長期前受金戻入 135,508,176 1.51 149,867,054 1.65 14,358,878 10.6

資本費繰入収益 238,759,819 2.66 249,836,745 2.75 11,076,926 4.6

その他医業外収益 15,347,442 0.17 20,146,044 0.22 4,798,602 31.3

24,543,480 0.27 17,133,400 0.19 △ 7,410,080 △ 30.2

へき地巡回診療収益 3,890,480 0.04 3,418,400 0.04 △ 472,080 △ 12.1

補助金 20,653,000 0.23 13,715,000 0.15 △ 6,938,000 △ 33.6

高等看護学院収益 119,405,568 1.33 115,753,092 1.27 △ 3,652,476 △ 3.1

負担金 15,646,000 0.17 13,258,000 0.15 △ 2,388,000 △ 15.3

助成金 103,759,568 1.15 102,495,092 1.13 △ 1,264,476 △ 1.2

※ ｢皆増｣は前年度に数値がなく、全額増加したものを示す。　｢皆減｣は当年度に数値がなく、全額減少したものを示す。

対前年比（H28 -H27）

小浜病院事業収益

平成28年度

地域リハビリ支援事業受託料

イ　事業収入に関する事項

区　　　　　分
平成27年度

へき地医療拠点病院事業収益
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金　額
（円）

構成比率
(％)

金　額
（円）

構成比率
(％)

増　　減　　額
（円）

伸　率
(％)

7,557,853,438 82.48 7,608,297,003 82.71 50,443,565 0.7

医業費用 6,969,094,785 76.05 7,029,645,828 76.42 60,551,043 0.9

給与費 4,137,396,879 45.15 4,191,687,296 45.57 54,290,417 1.3

材料費 1,231,183,592 13.44 1,246,980,571 13.56 15,796,979 1.3

経費 844,620,256 9.22 823,524,073 8.95 △ 21,096,183 △ 2.5

減価償却費 679,511,850 7.42 681,880,064 7.41 2,368,214 0.3

資産減耗費 6,218,494 0.07 6,416,140 0.07 197,646 3.2

研究研修費 70,163,714 0.77 79,157,684 0.86 8,993,970 12.8

統轄管理費 43,912,647 0.48 44,091,622 0.48 178,975 0.4

給与費 40,443,405 0.44 40,641,502 0.44 198,097 0.5

経費 3,469,242 0.04 3,450,120 0.04 △ 19,122 △ 0.6

医業外費用 402,825,664 4.40 403,855,286 4.39 1,029,622 0.3

192,573,201 2.10 183,040,865 1.99 △ 9,532,336 △ 4.9

患者外給食材料費 927,385 0.01 792,791 0.01 △ 134,594 △ 14.5

患者外寝具委託費 354,150 0.00 297,840 0.00 △ 56,310 △ 15.9

地域リハビリ支援事業費 885,224 0.01 881,526 0.01 △ 3,698 △ 0.4

消費税 13,335,300 0.15 14,061,500 0.15 726,200 5.4

その他医業外費用 194,750,404 2.13 204,780,764 2.23 10,030,360 5.2

へき地医療拠点病院費 24,118,714 0.26 16,771,205 0.18 △ 7,347,509 △ 30.5

24,118,714 0.26 16,771,205 0.18 △ 7,347,509 △ 30.5

高等看護学院費 117,901,628 1.29 113,933,062 1.24 △ 3,968,566 △ 3.4

給与費 98,784,652 1.08 90,938,589 0.99 △ 7,846,063 △ 7.9

教材費 1,447,469 0.02 1,703,855 0.02 256,386 17.7

研究研修費 3,457,518 0.04 4,449,277 0.05 991,759 28.7

経費 14,211,989 0.16 16,841,341 0.18 2,629,352 18.5

特別損失 0 0.00 0 0.00 0 -

0 0.00 0 0.00 0 -

※ ｢皆増｣は前年度に数値がなく、全額増加したものを示す。　｢皆減｣は当年度に数値がなく、全額減少したものを示す。

ウ　事業費に関する事項

区　　　　　分
平成27年度 平成28年度

支払利息及び企業債取扱諸費

へき地巡回診療事業費

対前年比（H28 -H27）

小浜病院事業費用

その他特別損失
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杉田玄白記念公立小浜病院 卒後臨床研修

病院理念と基本方針 

‐病院理念‐ 

地域住民の皆様とともに歩み、愛され、信頼される病院 

‐基本方針‐ 

１）杉田玄白の進取の精神と医学への情熱を受け継ぎ、常に最善の医療をめざします。 

２）地域の中核病院として、救急を含む急性期や高度専門的医療を中心に、幅広い医療を提供し

ます。 

３）他施設との連携を強化し、安全･安心な地域完結型の医療をめざします。 

４）公共性と経済性に配慮し、健全な経営をめざします。 

５）教育研修機能の充実に努め、魅力ある病院をつくります。 

臨床研修プログラムの概要  

１．研修理念と基本方針 

～地域・初期医療から高度医療まで～ 

‐研修理念‐ 

病院の理念と基本方針に基づきつつ、地域医療から高度専門医療まで幅広く対応できる医師

となるための基本的な能力を身につける。 

‐研修の基本方針‐ 

１）診療科の枠にとらわれることなく幅広い症例に接してプライマリケアの能力を磨きます。 

２）自ら考えながら積極的に診療に参加し、その経験を活かしてさらに深く学ぼうとする態度を身に

つけます。 

３）医療チームの構成員としての役割を理解し、他のメンバーと協調しつつ診療をリードできる医師

をめざします。 

４）患者・家族の身体的・心理的・社会的な状態に配慮し、全人的な対応ができる医療人として

の人格を涵養します。 

５）医療・介護・福祉の社会的役割及びその制度を理解し、適切な診療を行える臨床医を目指し

ます。 

‐特徴（特長）‐ 

１）地域唯一の総合病院であり、基本的疾患の診療を数多く経験するとともに、医療圏唯一の救

命救急センターにおいて、１次～３次まで幅広い症例に対して実践・参加型の研修体制をとっ

ています。 

２）へき地医療拠点病院として地域医療の現場を体験することができるほか、精神科病棟や併設

の介護老人保健施設での研修も行うことができます。 

３）安定した生活環境と経済的裏付けを確保しており、家族・家庭を持っていても安心して研修に

専念できます。 
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杉田玄白記念公立小浜病院 卒後臨床研修

病院理念と基本方針 

‐病院理念‐ 

地域住民の皆様とともに歩み、愛され、信頼される病院 

‐基本方針‐ 

１）杉田玄白の進取の精神と医学への情熱を受け継ぎ、常に最善の医療をめざします。 

２）地域の中核病院として、救急を含む急性期や高度専門的医療を中心に、幅広い医療を提供し

ます。 

３）他施設との連携を強化し、安全･安心な地域完結型の医療をめざします。 

４）公共性と経済性に配慮し、健全な経営をめざします。 

５）教育研修機能の充実に努め、魅力ある病院をつくります。 

臨床研修プログラムの概要  

１．研修理念と基本方針 

～地域・初期医療から高度医療まで～ 

‐研修理念‐ 

病院の理念と基本方針に基づきつつ、地域医療から高度専門医療まで幅広く対応できる医師

となるための基本的な能力を身につける。 

‐研修の基本方針‐ 

１）診療科の枠にとらわれることなく幅広い症例に接してプライマリケアの能力を磨きます。 

２）自ら考えながら積極的に診療に参加し、その経験を活かしてさらに深く学ぼうとする態度を身に

つけます。 

３）医療チームの構成員としての役割を理解し、他のメンバーと協調しつつ診療をリードできる医師

をめざします。 

４）患者・家族の身体的・心理的・社会的な状態に配慮し、全人的な対応ができる医療人として

の人格を涵養します。 

５）医療・介護・福祉の社会的役割及びその制度を理解し、適切な診療を行える臨床医を目指し

ます。 

‐特徴（特長）‐ 

１）地域唯一の総合病院であり、基本的疾患の診療を数多く経験するとともに、医療圏唯一の救

命救急センターにおいて、１次～３次まで幅広い症例に対して実践・参加型の研修体制をとっ

ています。 

２）へき地医療拠点病院として地域医療の現場を体験することができるほか、精神科病棟や併設

の介護老人保健施設での研修も行うことができます。 

３）安定した生活環境と経済的裏付けを確保しており、家族・家庭を持っていても安心して研修に

専念できます。 

プログラムの診療科及び期間（※ 各科研修内容詳細は後記参照）

協力病院・施設

年目選択分野 … 福井大学医学部付属病院、舞鶴共済病院

地域医療分野 … 和田診療所、なごみ診療所、美方病院、名田庄診療所

地域保健分野 … 福井県赤十字血液センター、福井県嶺南振興局若狭健康福祉セン

ター、介護老人保健施設アクール若狭

症例検討会・講習会等

４月 １日 新人オリエンテーション、研修医オリエンテーション

個人情報保護講習、院内感染対策講習、医療安全講習 等（１年目）

４月４・５日 新人合同研修会「ストレス耐性強化講習」（１年目）

４月 ６日 献血医療講習会（１年目・福井赤十字血液センター）

４月 ７日 薬剤部、画像診断センター、臨床検査科研修（１年目）

４月２７日 医療倫理講演会（１年目・小杉 京都大学教授）

４月２８日 静脈注射講習会（１年目）

９月 ９日 ＣＶカテ講習会（１年目）

６月 ２日 医療安全講習会（１回目）「『医療倫理』と『個人情報の保護』について」

７月 １日 感染対策講演会（１回目）「京都赤十字病院におけるＩＣＴ活動について」

２月２８日 医療安全講習会（２回目）「５Ｓ活動報告」

１１月１５日 感染対策講演会（２回目）「ＨＩＶ感染症について」

１１月２１日 福井県レジデントキャンプ１日目（１年目・福井大学）

１１月２２日 救急トリアージ講習会（１年目・福井県医師会）

福井県レジデントキャンプ２日目（２年目・福井大学）

その他

※ 研修医当直症例検討会（第１火曜日・第３金曜日）

講師 福井大学地域医療推進講座 寺澤教授、北野先生

※ 救急モーニングカンファ（週１回） 講師 救急総合診療科医師

※ 医局カンファレンス（年１０回）、各科カンファレンス（週１回程度）

※ 院外講習会・学会

超音波検査講習会（福井県立病院）、日本整形外科学会学術総会、日本整形外科

スポーツ医学学会学術集会、日本骨折治療学会第１１回ベーシックコース、日本

小児科学会学術集会、日本血液学会学術研修会、日本肺癌学会学術集会

年目 １年目 １年目又は２年目 ２年目

研
修
科

内 科 救急科

外 科（ ）、麻酔科（ ）、

精神科（ ）、小児科（ ）、

産婦人科（ ）

※２科目選択

選択科

地
域
保
健

地
域
医
療

期間 ヶ月 ヶ月 ～ ヶ月 ～ ヶ月 週間 週間
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杉田玄白記念公立小浜病院 専門（後期）臨床研修

◇ 杉田玄白記念公立小浜病院では、初期臨床研修を修了した医師を対象に、より専門的

な知識・技能の修得を目的とした専門（後期）臨床研修を行います。

◇ 基本は、各学会のプログラム等に沿った研修を実施していますが、小回りの利く当院

では、個々に合ったプログラムを自ら構築することもできます。

（過去の例）

パターン①：専門医を目指しての単科ストレート研修

パターン②：関連する診療科（手技）を経験できる複数科ローテート研修

パターン③： 年間 関連大学、 年間 当院などの施設間ローテート研修

当院の学会認定

日本内科学会教育関連病院、日本内分泌学会認定教育施設、日本甲状腺学会認定専門医

施設、日本腎臓学会認定教育施設、日本循環器学会認定循環器専門医研修施設、日本外

科学会認定医修練施設、日本外科学会専門医制度修練施設、日本消化器外科学会専門医

制度認定施設、日本消化器病学会専門医制度認定施設、日本整形外科学会専門医研修施

設、日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練施設、日本小児科学会専門医関連施

設、日本泌尿器科学会専門医教育施設、日本救急医学会認定救急科専門医指定施設、日

本麻酔科学会認定病院、日本精神神経学会精神科専門医制度認定研修施設、日本プライ

マリ・ケア連合会学会認定プログラム ※ 年 月 日現在

処 遇

身 分：地方公務員（正規職員）※当院研修医（たすき含む）のみ正規採用

給 与：３年目 ７１０，３００円【税込】

４年目 ７２６，６５０円【税込】

５年目 ７４０，６００円【税込】

賞 与：年２回 合計 本給の約４．１ヶ月分

手 当：当直手当、超過勤務手当、扶養手当 等 諸条件に応じて支給

退 職 金：退職金制度あり

社会保障：共済組合、公務災害

休 暇 等：年次有給休暇、夏期休暇、育児休業、育児短時間勤務 等

そ の 他：医師公舎、度学会・研究会への参加を奨励、費用補助制度あり。

女性・子育て支援制度（生理休暇、保健指導、育休、育短勤務、託児施

設・病後児所併設）等
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杉田玄白記念公立小浜病院 専門（後期）臨床研修

◇ 杉田玄白記念公立小浜病院では、初期臨床研修を修了した医師を対象に、より専門的

な知識・技能の修得を目的とした専門（後期）臨床研修を行います。

◇ 基本は、各学会のプログラム等に沿った研修を実施していますが、小回りの利く当院

では、個々に合ったプログラムを自ら構築することもできます。

（過去の例）

パターン①：専門医を目指しての単科ストレート研修

パターン②：関連する診療科（手技）を経験できる複数科ローテート研修

パターン③： 年間 関連大学、 年間 当院などの施設間ローテート研修

当院の学会認定

日本内科学会教育関連病院、日本内分泌学会認定教育施設、日本甲状腺学会認定専門医

施設、日本腎臓学会認定教育施設、日本循環器学会認定循環器専門医研修施設、日本外

科学会認定医修練施設、日本外科学会専門医制度修練施設、日本消化器外科学会専門医

制度認定施設、日本消化器病学会専門医制度認定施設、日本整形外科学会専門医研修施

設、日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練施設、日本小児科学会専門医関連施

設、日本泌尿器科学会専門医教育施設、日本救急医学会認定救急科専門医指定施設、日

本麻酔科学会認定病院、日本精神神経学会精神科専門医制度認定研修施設、日本プライ

マリ・ケア連合会学会認定プログラム ※ 年 月 日現在

処 遇

身 分：地方公務員（正規職員）※当院研修医（たすき含む）のみ正規採用

給 与：３年目 ７１０，３００円【税込】

４年目 ７２６，６５０円【税込】

５年目 ７４０，６００円【税込】

賞 与：年２回 合計 本給の約４．１ヶ月分

手 当：当直手当、超過勤務手当、扶養手当 等 諸条件に応じて支給

退 職 金：退職金制度あり

社会保障：共済組合、公務災害

休 暇 等：年次有給休暇、夏期休暇、育児休業、育児短時間勤務 等

そ の 他：医師公舎、度学会・研究会への参加を奨励、費用補助制度あり。

女性・子育て支援制度（生理休暇、保健指導、育休、育短勤務、託児施

設・病後児所併設）等

≪新設研修プログラム（平成２７年度募集開始）≫

若狭湾ネットワーク家庭医療（総合診療）後期研修プログラム

地域の特長

福井県の若狭湾に面する地域は、海・山・里と自然に囲まれた風光明媚な地域です。
医療人口は約１５万人、人情豊かな人が多いですが、近年少子高齢化が進んでいます。医
師数は全国平均の４分の３で、徐々に医師の高齢化も進んできていますが、基幹病院と診
療所がネットワークを作り、地域医療を支えています。これらを基盤にして、家庭医療に
情熱を注ぐ医師が、地域と一体になって積極的に家庭医を育成します。

研修目標

日本プライマリ・ケア連合学会の認定専門医の修得を最終目標として、当該プログラ
ムが目指すものは、「医師として責任をもって仕事ができる」「診療科の垣根を越えて幅
広く臨床の問題を発見できる」「多くの住民や医療機関、また他職種と関わりながら、地
域医療におけるバランス感覚を持つ事ができる」そして、「この先生に出会えて良かっ
た」と言われる医師が育つ事を目的としています。

プログラムの全体構成と特色

地域に根差した顔の見える診療を通じ、幅広い患者層の対応を行うことにより、コミュニ
ケーション能力の向上も図ります。

 地域医療機能推進機構 若狭高浜病院

 おおい町保健・医療・福祉総合施設 なごみ診療所

地域の中核病院において、様々な診療科と関わり総合的判断能力を身に付けるとともに、
診療所、介護保健施設等との医療連携の役割、社会的困難な事例についても学びます。

 杉田玄白記念公立小浜病院

 市立敦賀病院

内科、小児科、救急科、その他選択科の各専門医から学ぶことで、深い診断能力を持った
視野の広い医師を目指します。

 杉田玄白記念公立小浜病院

 市立敦賀病院

【モデル例】
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Ⅵ.公立小浜病院組合

構成施設の紹介

公立若狭高等看護学院

介護老人保健施設アクール若狭

レイクヒルズ美方病院
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公立若狭高等看護学院

所 在 地  福井県小浜市大手町 12 号 48 番地

       tel 0770-52-0162

       fax 0770-52-0554

学 院 長  小 西  孝

副 学 院 長  百 合 淳 子

事 務 長  砂 原 清 美

職 員 構 成  教務主任１名、専任教員８名（うち非常勤 2名含む）、事務職員 2 名、院外

講師 33 名、院内講師 34名（平成 29年 4月現在）

開校年月日  平成 2 年 4月 1 日

修 業 年 限  3年（定員 1 学年 40 名）（男女共学）

卒業後の資格  看護師国家試験受験資格、保健師・助産師学校受験資格、養護教諭養成課程

受験資格、専門士

教 育 理 念 １.生命の尊厳と人間愛を根底に、健康なその人らしい生活を営めるように援

助する看護の精神を養う。

２．調和のとれた社会人としての人間形成をめざし、自主的に学ぶ看護者を育

成する。

平成 28 年度のあゆみ

平成 28 年度は 27 期生 27 名の入学生を迎え、総学生数 85 名でスタートしました。当看護学院

の大きな課題である学生確保において、総学生数は 100 名を切る状態が続いています。18 歳人口

の減少や大学志向の増加、県内および近隣府県の看護大学、看護学部の新設という背景はありま

すが、学生確保においてはより一層の取り組みの強化が重要です。

また、退学•休学率は、減少傾向にあります。学生確保においては教育の質の向上を図り卒業率

を上げることも必須です。

保健師•助産師専攻科への進学は、社会人の占める割合が多く現役学生には狭き門ですが、今年

度は 1 名の学生が助産師課程に進学をすることができました。

教員の確保においては、専任教員 2 名の採用を行い、指定規則の 8 名を確保することができま

した。今後、計画的に教員確保を進めていき質と量の向上を図りたいと考えます。

平成 28 年度の主な行事

入学式 平成 28 年 4 月 5 日(火)
学生会活動 平成 28 年 5 月 2 日(月)

宿泊研修
平成 28 年 4 月 27 日（水）

      ～28 日（木）
三方青年の家 1 年 27 名  参加

看護の日記念式 平成 28 年 5 月 9 日（月）

血液センター見学 平成 29 年 1 月 31 日（火） 1 年生 26 名参加

学院祭
平成 28 年 11 月 4 日(金)
    ～11 月 5 日(土) テーマ「華」、RAMO ライブ

解剖見学 平成 28 年 11 月 14 日(月) 福井大学医学部 1 年生 27  名
参加

座禅(仏国寺)
平成 28 年  6 月 1 日(金)
平成 28 年 10 月 25 日(火)
平成 29 年  1 月 16 日(月)

1 年生 27 名参加

2 年生 27 名参加

3 年生 25 名参加

卒業式 平成 29 年 3 月 3 日(金)
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学生出身地内訳（平成 28年 4月現在）

1 学年(27 期生) 2 学年(26 期生) 3 学年(25 期生) 計

小 浜 市 10 8 3 21
若 狭 町 ４ 1 1 6
おおい 町 0 0 0 0
美 浜 町 0 1 0 1
その他県内 12 19 10 41
県   外 2 3 11 16

計 28 32 25 85

平成 29年 3 月卒業生（25 期生）卒業生   25 名中

県内就職者 11名 県外就職者 13名

杉田玄白記念公立小浜病院 5 名 舞鶴共済病院（京都府） 3 名

市立敦賀病院 1 名 京都医療センター（京都府） 1 名

敦賀医療センター 2 名 京都市立病院（京都府） 1 名

福井県済生会病院 1 名 大津赤十字病院（滋賀県） 1 名

福井循環器病院 1 名 高島市民病院（滋賀県） 1 名

あわら病院 1 名 石川県立中央病院（石川県） 1 名

北野病院（大阪府） 3 名

淀川キリスト教病院（大阪府） 1 名

西脇市立西脇病院（兵庫県） 1 名

進学 １名
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介護老人保健施設 アクール若狭
所 在 地  福井県小浜市大手町 2 番 2号

       tel 0770-52-0989

fax 0770-52-0978

施 設 長  入 江 善 二

総看護師長  佐 波 由美子

事 務 長  砂 原 清 美

開設年月日  平成 12年 3月 29日

入 所 定 員  100 名（認知症専門棟定員 30名含む・短期入所 空床利用）

通 所 定 員  40 名

室 状 況  個室 18 室、2人室 1室、4人室 20室

構   造  鉄筋コンクリート 4階建

基 本 理 念  急速に進展する人口の高齢化により、21 世紀には 100 万人を越すであろうと

言われている寝たきり高齢者にとって、ふさわしい生活の場は住みなれた家庭

であることを鑑み、その自立を支援し、家庭への復帰を目指すために適切な医

療ケアや看護、介護及びリハビリテーションを併せて提供する施設であり、運

営にあたっては、明るく家庭的な雰囲気のもとに地域や家庭との結びつきを重

視する事を基本としています。

運 営 方 針 1）要介護高齢者の家庭復帰を最大目標（寝たきりの克服）とし、理学療法、作業

療法、言語療法などのリハビリテーションを最重要点に、医療ケアや看護、介

護及び日常生活サービスを一体的に提供する。

2）在宅介護支援の一環として短期入所療養介護、通所リハビリテーションなどの

サービスを提供し、地域内の関係機関と調整、連携の上、在宅生活者を支援し、

地域老人福祉のためのセンター的役割を担う。

3）一般社会により近い療養生活環境を提供するとともに、利用者様それぞれの生

き方を大切にし、個性に合わせた処遇を勧め、入所者様がご家庭に戻られるこ

とを前提に、施設と家庭との接点を増やし、意思の疎通を図る。

4）明るく清潔で文化的な療養生活を提供するため、環境の整備、運営の充実に努

める。

職 員 数  正職員数 63 名  非常勤職員数 7 名 （平成 29 年 4 月現在）

平成 28 年度の総括

当年度の 1日平均利用者数は、入所 96人、短期入所 3 人、通所リハビリ 33人でした。

施設においては、入所、短期入所を合わせてほぼ満床に近い稼動率を維持することができま

した。当年度は、在宅復帰率の基準値を満たせたことと、介護報酬にかかる各種加算が算定で

き増収となりました。また、コストの見直しを行い支出の削減ができ収益が増加しました。

通所リハビリテーションの利用者の延べ人数は 8,536 人、対前年比で 103 人増加、また１日

平均利用者数も 33.2 人、対前年比 0.9 人の増加となりました。延べ人数、１日平均利用者数と

も平成 12年のアクール開設以来最高の数値となった前年度よりさらに増加しました。

今後、在宅強化型老健を目指し、在宅復帰、ベッド回転率管理の徹底、および不要なコスト

の更なる削減などに取り組み、サービスの質の低下につながらないよう配慮し収支の安定に取

り組んでまいります。
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事業会計

入所利用者数 24年度 25 年度 26年度 27 年度 28 年度

小 浜 市 32,711 31,198 31,517 32,212 31,003

若 狭 町
（旧上中町） 1,589 1,771 1,578 1,697 2,130

（旧三方町） 530 687 728 704 711

お お い
町

（旧名田庄村） 611 1,513 1,597 1,286 1,277

（旧大飯町） 0 483 361 21 0

美 浜 町 191 0 0 0 0

高 浜 町 0 0 0 0 0

県   内 365 312 0 0 0

県   外 0 0 0 0 0

合   計 35,997 35,964 35,781 35,920 35,127

１日平均（人） 98.6 98.5 98.0 98.1 96.2

短期入所利用者数 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度
小 浜 市 368 421 603 559 1,166

若 狭 町
（旧上中町） 0 0 0 0 3
（旧三方町） 0 0 0 0 0

お お い
町

（旧名田庄村） 0 0 11 0 18
（旧大飯町） 0 0 0 0 0

美 浜 町 6 0 0 0 0
高 浜 町 0 0 0 0 0
県   内 0 0 0 0 0
県   外 0 0 0 0 0
合   計 374 421 614 559 1,187
１日平均（人） 1.0 1.2 1.7 1.5 3.3

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ利用者数 24 年度 25 年度 26年度 27 年度 28年度

小 浜 市 7,037 7,506 7,348 7,696 7,943

若 狭 町
（旧上中町） 762 633 605 714 569

（旧三方町） 0 0 0 0 0

おおい町
（旧名田庄村） 23 0 0 23 12

（旧大飯町） 0 0 0 0 0

その他（県外） 0 0 0 0 12

合   計 7,822 8,139 7,953 8,433 8,536

１日平均（人） 30.4 31.4 30.9 32.3 33.2

営 業 日 数 257 259 257 261 257

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

事業収益 543,168 550,759 551,650 546,164 566,173

事業費用 566,920 578,365 614,761 566,136 564,806

利   益 △23,753 △27,606 △63,111 △19,972 1,367
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レイクヒルズ美方病院

所 在 地  福井県三方上中郡若狭町気山 315号 1 番地の 9

       tel 0770-45-1131  fax 0770-45-2420

開設年月日  平成 15 年 7 月 1 日

病 院 長  東 博 司

総看護師長  樽 谷 和 代

事 務 長  中 山 浩

病 院 理 念  私たちは、地域密着型病院として、安心・安全・満足の医療を実践し、地域から

信頼される病院を目指します。

病院基本方針 1）初期治療から高齢者医療まで、幅広い医療を提供します。

2）周辺の地域医療機関との連携を図ります。

3）患者様の権利や安全を尊重し、説明と同意に基づいた医療を行います。

4）自治体病院として、公共性と経済性を大切にして、健全経営に努めます。

5）つねに自己研鑽に励み、医療の質の向上に努めます。

職 員 数  正職員数 76名  非常勤職員数 17名 （平成 29年 4月現在）

診 療 科  内科、小児科、整形外科、皮膚科（休診）、泌尿器科、婦人科（休診）、眼科

耳鼻いんこう科、リハビリテーション科

病 床 数  一般 42床、療養 58床

施設基準の承認に関するもの

一般病棟入院基本料（15：1）、看護補助加算 1（30：1）、療養環境加算、看護配置加算、療養

病棟入院基本料 2（看護 25：1）(看護補助 25：1)、療養病棟療養環境加算 1、薬剤管理指導

料 、脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）運動器リハビリテーション料（Ⅱ）、呼吸器

リハビリテーション料（Ⅰ）、検体検査管理加算（Ⅰ）、コンタクトレンズ検査料 1、ニコチン

依存症管理料、ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影、小児科外来診療料

入院時食事療養に関するもの

入院時食事療養（Ⅰ）、入院時生活療養（Ⅰ）

指定医療機関等

健康保険法 生活保護法 国民健康保険法 原爆被爆者医療(一般) 労働者災害補償法

小児慢性特定疾患治療研究事業、特定疾患治療研究事業
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平成 28 年度の総括

東 博 司

地域医療にとっては非常に厳しい環境の中で、平成 28 年度病院目標の達成に向かって職

員一同邁進いたしました。

１）経営改善

   平均外来患者数  62 人／日 単価 11,800 円

平均入院患者数    88人／日 単価 15,800円 の確保による収支改善

２）介護事業の円滑な運営を行い、今後、通所リハの拡充を図っていく。

３）地域との連携強化

４）在宅支援体制の整備

５）地域への PR活動の強化

６）地域の予防医療の促進（健診・検診含む）

以上が、平成 28年度の目標でした。その総括は以下の如くです。

１）経営改善

平均外来患者数 60人／日  達成度  96.8％

外来単価     10,712円   〃    90.8％

平均入院患者数  91人／日   〃    103.4％

入院単価     15,509円   〃    98.2％

平成 28年度の外来患者は、年度内の内科医師の病休等の影響もあり、患者数は減少、

単価も減になりました。しかしながら、10 月に泌尿器科の医師を採用したことにより

年度後半は患者数も回復傾向にあります。入院患者については、過去最高の患者数を

確保することができ、収益も大きく伸びました。引き続き地域の強い要望である老老

介護の負担軽減や、寝たきり老人の減少の為、地域の皆様との連携強化により患者数

の増を図るべく努力しています。

２）介護事業の円滑な運営を行い、今後、通所リハの拡充を図っていく。

介護事業として 27 年４月に介護予防通所リハ、７月に介護予防訪問リハ、10 月に居

宅介護支援事業を開設し、順調に実績を上げています。利用者数は介護予防通所リハ

で 255 人（前年度比＋63 人）、介護予防訪問リハで 93 人（前年度比＋56 人）、居宅

介護支援事業で 192 人（前年度比＋165人）となりました。在宅支援室を新たに設置し

たことにより地域との連携がスムーズに展開され効果を発揮していると考えています。

今後、従事者の確保等も検討しながら各事業の拡充を図り、地域の要望に応えていき

たいと考えています。

３）在宅支援体制の整備

平成 28 年度の訪問診療延べ人数は 16 人で前年度に比べ 27 人減少しました。また、

訪問看護については 0 人でした。午後診療を開始したことにより訪問の機会が減少し

ています。今後、診療体制を検討し地域のニーズに対応したいと考えています。

４）地域との連携強化

平成 28 年度の当院への転院紹介は 119件受入を致しました。うち介護・福祉施設か
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らの入院は 45 件でした。退院患者数は 250 件で、在宅へは 108 件（43.2％）、介護・

福祉施設へは 45 件（18.0％）転院 14 件（5.6%）、死亡退院 83 件（33.2％）となって

います。外来患者の紹介状況は、年間 395 件で、他病院 157 件、診療所 185 件、介護

老人保健施設等 53 件でした。今後とも病病・病診連携を図り、初期治療と共に慢性期・

維持期の医療を提供していきます。

５）地域へのＰＲ活動の推進

若狭町・美浜町の住民の方に対して広報誌を全戸配布しました。

６）地域の予防医療の促進

定期予防接種、任意予防接種については、昨年度に引き続き若狭町、美浜町と年間を

通じて契約し予防医療の促進に努めました。また、健診・検診についても継続して行っ

ています。予防接種件数は 27 年度と比較し 98件減少しましたが、健診・検診は 93件

増加しました。今後も引き続いて健診・検診業務のＰＲを強化し、予防接種広域事業に

も積極的に対応していきます。
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杉田玄白記念公立小浜病院

〒917-8567
福井県小浜市大手町 2－2
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